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平成３０年度 協働型学校評価 報告 

 
 
 早春の候，保護者の皆様，地域の皆様には，日頃から本校の教育活動に対して，ご理解とご協力
をいただき，心から感謝申し上げます。 
 さて，本年度，取り組んできた「協働型学校評価」について結果がまとまりましたので，ご報告
いたします。 
 皆様には，取組はもちろん評価アンケートへのご協力をいただきありがとうございます。本報告
に目を通していただき，現在の南吉成小学校の子供たちの姿を知っていただきますとともに，更な
る子供たちの成長のためには，学校・家庭・地域が，それぞれの立場で何をしていくことが必要か
一緒に考えていければと思います。「子供たちのために」これからもご支援ご協力をよろしくお願い
申し上げます。 
 
 
Ⅰ 平成３０年度 学校評価アンケート結果について 

  １ 全体的傾向 
  ２ 重点目標について 
  ３ 改善のための取組に関する記述 
  ４ 来年度の重点目標に関する記述 
  ５ 平成３０年度「協働型学校評価 重点目標と取組」の成果と課題について 
  ６ 平成３１年度「協働型学校評価 重点目標と取組」について 
  
Ⅱ 結果の実際 

  １ 平成３０年度 学校評価アンケート結果（表とグラフ） 
  ２ 保護者 記述 
  ３ 地域住民 記述 
  ４ 職員 記述 

 

Ⅲ 学校関係者評価委員会 記録 

 

 



平成３０年度 学校評価アンケート結果について 

 

１ 全体的傾向 

児童の姿について，肯定的回答（「とても」「まあまあ」※以後肯定的回答と表記）は， 

  児童：７７～９６％，保護者：６９～９４％，地域：７４～１００％，職員：７５～１００％

の範囲にあり，全体的には，児童の自己評価も保護者・地域・職員の他者評価も，概ね肯定的な

評価であった。 

  但し，「とても」だけを見ると， 

  児童：４０～７５％，保護者：２１～８０％，地域：６～５８％，職員：３～３８％であり，

児童と保護者に比べて，地域・職員の評価が低い傾向にある。児童が自分自身，保護者が我が子

という「個」を評価しているのに対して，地域や職員は南吉成小学校の子供たちという「集団」

を評価していることが影響していると考える。 

  また，児童の自己評価において，全項目で「まったく」がある（２～９％）。多くの児童が自分

の現状を肯定的に評価しているが否定的に捉えている児童が確実にいる。そうした児童を把握し

対応していくことが課題となる。 

 

２ 重点目標について 

（１）通学路や学校で誰にでも進んで挨拶する子供の割合を８０％以上にする。 

 ① 誰 に で も 挨 拶 を し て い る か 。   ② 自 分 か ら 挨 拶 し て い る か 。 

 

  ①については，肯定的回答は，児童・保護者・職員は８０％を超えている。地域は８０％に   

到達していない。地域での低さの要因を明らかにするとともに地域における「誰にでも」の範囲

をどこまでとするか大人が共有するとともに，子供にどのように伝えたらよいかを検討する必要

がある。 

  ②については，肯定的回答は，児童・職員で８０％を超えている。保護者・地域は８０％に   

到達していない。学校ではできているが，家庭や地域ではできていない要因を明らかにし，改善

の取組を進めていくことが課題となる。 

 

（２）目当てを持って一日一回以上校庭で運動する子供の割合を７５％以上にする。 

 ①めあてを持って校庭で運動しているか。    ②一日一回以上校庭で運動しているか。 

 

  ①②ともに肯定的回答は，児童・職員ともに７５％を超えている。「とても」と「まあまあ」の

比率が逆転している。職員が「とても」と評価する姿を具体的に児童に示していくこと，達成の

ための取組を具体化していくことが課題となる。 

 

とても まあまま あまり まったく とても まあまま あまり まったく

児童 41 47 10 2 児童 47 39 10 4
保護者 24 58 17 1 保護者 21 55 22 2
地域 30 48 22 0 地域 26 48 26 0
職員 21 65 15 0 職員 21 71 9 0

とても まあまま あまり まったく とても まあまま あまり まったく

児童 53 24 15 8 児童 59 19 14 9
職員 14 64 21 0 職員 29 46 25 0



（３）子供を一人の人間として認め，尊重する言葉遣いをする保護者の割合を８０％以上にする。 

 ①子供の考えや気持ちを引き出すような接し方をしているか。  ②子供との言葉遣いに気を付けているか。   

 

①②ともに肯定的回答は，８０％を超えている。「まあまあ」が「とても」になるよう，今後も

「認め，尊重する」ことを意識して子供と関わっていくことが望まれる。 

（４）徒歩通学を奨励し，子供の体調管理に努める保護者の割合を８０％以上にする。 

 ①歩いて登校しているか。 

  

 ②子供に朝食をとらせているか。       ③子供を毎朝元気に送り出しているか。

 

 ④子供に規則正しい生活を送らせているか。    ⑤子供に十分な睡眠時間を確保しているか。

 

  ①②③④⑤どれも肯定的回答は，８０％を超えている。「とても」と「まあまあ」の比率も   

「とても」の方が多いかほぼ同じである。子供の体調管理に対する保護者による働きかけや環境

作りがしっかりとなされている。今後もこの状況を維持していくことが望まれる。 

 

３ 改善のための取組に関する記述 ※詳細は別紙資料をご覧ください。 

 

 ○記述を分類したものになります。今後の改善のための取組に生かしてまいります。 

 

４ 来年度の重点目標に関する記述 ※詳細は別紙資料をご覧ください。 

 

 ○記載の多かった意見です。来年度の重点目標を検討する上で参考にさせていただきます。 

とても まあまま あまり まったく とても まあまま あまり まったく

保護者 13 70 18 0 保護者 20 62 18 0

とても まあまま あまり まったく

児童 75 18 5 2
保護者 80 15 3 2

とても まあまま あまり まったく とても まあまま あまり まったく

保護者 88 10 1 0 保護者 76 21 2 1

とても まあまま あまり まったく とても まあまま あまり まったく

保護者 44 49 6 1 保護者 55 38 7 1

改善の項目 改善の取組

学校に来ることを楽しみにするために 家庭での働きかけ　学校生活の充実

誰にでも挨拶をするために 挨拶する環境作り　挨拶についての理解　承認

自分から挨拶をするために 挨拶する環境作り　挨拶についての理解　承認

相手のことを考えて行動するために 相手の気持ちを想像させる働きかけや環境作り　他者と関わる経験

学校で責任をもって役割を果たすために

家庭で責任をもって役割を果たすために 家庭での役割の設定　承認

学校でしっかり学習に取り組むために

家庭でしっかり学習に取り組むために 時間や場など学習する環境作り

進んで読書するために 時間や場など読書する環境作り　本の紹介

歩いて登校するために 歩くことへの障害を取り除く環境作り

地域行事に参加するために 保護者の関心を高める働きかけ

めあてをもって運動するために めあてを持たせる工夫　運動を促す環境や活動の工夫

一日一回以上校庭で運動するために 運動を保障する環境の工夫　実態に即した目標の設定

保護者 挨拶 思いやり 自己表出 主体性

地域 挨拶 自己表出

職員 挨拶 思いやり 自己表出



５ 平成３０年度「協働型学校評価 重点目標と取組」の成果と課題について 

（１）成果 

  挨拶については，年度当初から，上学年ほど，「進んで，元気よく，ていねいに」挨拶する姿が

見られた。一年間を通して，下学年にもそうした姿が広がってきたことを感じた。上学年が下学

年の手本となっていたこと，学校全体に「進んで，元気よく，ていねいに」挨拶することを当た

り前とする雰囲気が生まれてきたことによると考える。 

  運動については，年度当初から，始業前，業間休み，昼休みになると，昇降口前の縄跳び跳躍

板で縄跳びをする子，一輪車に乗る子，鉄棒に取り組む子，ドッジボールや鬼ごっこや遊具遊び

を楽しむ子の姿が見られた。一年間を通して，縄跳びや鉄棒，一輪車に取り組む子が増えるとと

もに，より難度の高い技に挑戦する姿が見られるようになった。子供同士で刺激し合ったり，実

際に「できる姿」を目にしたりする中で，自分もできるようになりたいという思いが生まれたた

めと考える。 

（２）課題 

 本年度の重点目標については，おおむね満足できる結果となった。しかし，挨拶については，

次の段階として，より心のこもった挨拶をできることが求められるという意見があった。また，

アンケートにおいて「来年度の重点目標として取り組んでいきたい児童の姿」として，挨拶の継

続とともに「相手のことを考えられる子供」という意見が多数あった。実際，子供たちが挨拶す

る姿を見ていると，「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」は言えるが，「ありがと

う」「ごめんなさい」等の自分の気持ちを相手に伝える挨拶は不十分であったりする。また，友達

との関わりの中で，相手を傷つけてしまう言葉を使っている姿も見られる。このようなことから，

より心のこもった挨拶も含め，「相手のことを考えて行動する」ことを，現在の課題と捉える。 

 

６ 平成３１年度「協働型学校評価 重点目標と取組」について 

「平成３０年度学校評価アンケート結果」を基に，学校職員，学校関係者評価委員（PTA 本部

役員を含む）で平成３１年度「協働型学校評価 重点目標と取組」について検討し，以下の改善

の方針に沿って進めていくことになりましたので，ご報告します。 

 【 改善の方針 】 

  （１）重点目標を一つにする。 

  （２）学校・家庭・地域で共通の重点目標とする。 

  （３）日常的に，継続的に，無理なくできる取組とする。 

 

 今後，上表の「当該年度の重点目標を具体化した児童の姿」「当該年度の重点目標達成を実現する

ために協働する３者の具体的な取組」について検討を進め，４月２５日（木）のＰＴＡ総会の際に

ご報告します。このことについてご意見ご質問等ありましたら，教頭（２７７－３５８１）まで，

ご連絡願います。 

学校教育目標

↑ ↑ ↑

関わる力の向上 学ぶ力の向上 体力の向上

誰にでも公平に関わる子供 自分を高めようとする子供 自ら心と体を鍛える子供

当該年度の
重点目標

当該年度の
重点目標を
具現化した
児童の姿

↑ ↑ ↑

学校 家庭 地域

　　　　　　　↑「関わる力の向上（誰にでも公平に関わる子供）を数年度に渡る協働型到達目標とする

※学校・家庭・地域で目指す児童の具体的な姿であり，評価する際に指標とする姿

※それぞれの立場で，日常的に，継続的に，無理なくできる取組

平成３１年度　協働型学校評価　重点目標と取組
心と体がたくましく，進んで学ぶ人間性豊かな児童の育成

学校教育目標を
達成するための

重点目標

当該年度の
重点目標達成を
実現するために
協働する３者の
具体的な取組

相手のことを考えて行動することができる児童の割合を８０％以上にする。



 
 

 

 

 

 

 

 

平成 30

とても まあまあ あまり まったく

児童 45 40 11 4

保護者 49 45 5 0

地域 58 42 0 0

職員 38 62 0 0

児童 41 47 10 2

保護者 24 58 17 1

地域 30 48 22 0

職員 21 65 15 0

児童 47 39 10 4

保護者 21 55 22 2

地域 26 48 26 0

職員 21 71 9 0

児童 40 48 9 3

保護者 22 66 11 0

地域 8 77 15 0

職員 3 97 0 0

児童 56 36 6 2

保護者

地域

職員 17 83 0 0

児童 47 37 13 4

保護者 21 60 18 1

地域

職員

児童 64 32 3 1

保護者

地域

職員 19 81 0 0

児童 58 33 8 2

保護者 29 52 18 1

地域

職員

児童 56 29 11 5

保護者 30 39 24 7

地域

職員 26 67 7 0

項
目
№ 質問 評価者

5

6

学校に来ることを
楽しみにしているか

誰にでも
挨拶をしているか

自分から
挨拶をしているか

相手のことを考えて
行動しているか

学校で
責任をもって
自分の役割を
果たしているか

家庭で
責任をもって
自分の役割を
果たしているか

学校で
しっかりと学習に
取り組んでいるか

家庭で
しっかりと学習に
取り組んでいるか

進んで
読書をしているか

学
習

7

8

9

評価（％）

年度　学校評価アンケート　結果

生
活

1

2

3

4

45 

49 

58 

38 

40 

45 

42 

62 

11 

5 

0 

0 
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0 

0 

0 

41 

24 

30 
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48 

65 

10 

17 

22 

15 
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47 

21 

26 

21 

39 
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48 

71 

10 

22 

26 

9 

4 

2 

0 

0 

40 

22 

8 

3 

48 

66 

77 

97 

9 

11 

15 

0 

3 

0 

0 

0 

56 

17 

36 

83 

6 

0 

2 

0 

47 

21 

37 

60 

13 

18 

4 

1 

64 

19 

32 

81 

3 

0 

1 

0 

58 

29 

33 

52 

8 

18 

2 

1 

56 

30 

26 

29 

39 

67 

11 

24 

7 

5 

7 

0 

とても まあまあ あまり まったく



 
 

 

 

 

 

 

 

児童 53 24 15 8

保護者

地域

職員 14 64 21 0

児童 59 19 14 9

保護者

地域

職員 29 46 25 0

児童 75 18 5 2

保護者 80 15 3 2

地域

職員

地
域
13
地域の行事に
参加しているか

地域 38 50 12 0

14
子供の考えや気持ちを
引き出すような
接し方をしているか

保護者 13 70 18 0

15
子供との言葉遣いに
気を付けているか

保護者 20 62 18 0

16
子供に家庭で
しっかりと学習に取り組むよう
働きかけをしているか

保護者 29 57 14 0

17
子供に朝食を
とらせているか

保護者 88 10 1 0

18
子供を毎朝元気に
送り出しているか

保護者 76 21 2 1

19
子供に規則正しい生活を
送らせているか

保護者 44 49 6 1

20
子供に十分な睡眠時間を
確保しているか

保護者 55 38 7 1

21
子供たちが誰にでも
挨拶をするよう
具体的な取組をしているか

職員 32 54 14 0

22
子供たちが自分から
挨拶をするよう
具体的な取組をしているか

職員 8 85 8 0

23
主体的対話的深い学びになるよう
具体的な取組をしているか

職員 12 65 19 4

24
子供たちがめあてをもって
校庭で運動をするよう
具体的な取組をしているか

職員 8 50 38 4

25
子供たちが一日一回以上
校庭で運動をするよう
具体的な取組をしているか

職員 21 50 25 4

職
員
取
組

保
護
者
取
組

めあてをもって
校庭で運動をしているか

一日一回以上
校庭で運動をしているか

歩いて
登校しているか

運
動

10

11

12

38 50 12 0 

53 

14 

24 

64 

15 

21 

8 

0 

59 

29 

19 

46 

14 

25 

9 

0 

75 

80 

18 

15 

5 

3 

2 

2 

13 70 18 0 

20 62 18 0 

29 57 14 0 

88 10 1 0 

76 21 2 1 

44 49 6 1 

55 38 7 1 

32 54 14 0 

8 85 8 0 

12 65 19 4 

8 50 38 4 

21 50 25 4 



 

 

 

 

 

№
１　学校に来る
ことを楽しみに
するために

２　誰にでも挨
拶をするために

３　自分から挨
拶をするために

４　相手のこと
を考えて行動す
るために

５　家庭で責任
をもって役割を
果たすために

６　家庭でしっ
かり学習に取り
組むために

８　歩いて登校
するために

1
学校で楽しんで
来てねと言って
あげる。

地域の方と多く
触れ合える機会
を作り心を開く
ようにする。

地域でも挨拶が
当たり前になる
ようにする。

親が常に相手の
ことを考えて行
動する姿を見せ
る。

何かしてくれた
ことに対して大
げさにほめる。

本人に時間を決
めさせる。

今月のおすすめ
の本を紹介す
る。

寝る前の１５～
２０分親と一緒
に読書する。

友達と行くよう
にする。

相手のことを考
えて話したり行
動したりする。

誰にでも進んで
挨拶する。

礼儀正しくしっ
かり挨拶とあり
がとうが言え
る。

2
いじめに目を光
らす。

挨拶の大切さを
教える。

人見知りをなく
すように家庭で
も知らせてい
く。

相手の気持ちを
考える時間を作
る。

最後までやり切
ることを学ばせ
る。

家庭での学習習
慣が身に付くよ
う毎日声を掛け
る。

何に興味がある
かを知らせる。

読み終わったら
次の本を買いに
行く。

歩きやすい道路
にする。

自分の考えや気
持ちを伝えられ
るようにする。

学校が楽しいと
思う。

本年度と同じ目
標

3

友達と遊ぶなど
学校生活で一人
の時間を作らな
い。

「挨拶されると
地域の人たちが
嬉しいって言っ
てたよ。」と言
う。

親が進んで挨拶
している姿を見
せる。

友達と一緒に何
かをすることの
楽しさを味わわ
せる。

少しずつ役割を
与え，できたこ
とをほめたり感
謝の気持ちを伝
えたりする。

短い時間で学習
させる。

一日１０分本を
読む時間を作
る。

読書月間を設け
て誰がどれだけ
読んだか競い合
う。

学校に置いてい
く教科書を増や
す。

社会の一員とし
て取り組んでい
ける。

相手を思いやる
気持ちをもつ。

相手の気持ちを
よく考えて行動
できる。

4
気持ちを考えら
れるよう教え
る。

恥ずかしさがな
くなるようにす
る。

挨拶週間を設け
る。

相手の立場を想
像するようにさ
せる。

お手伝いを促
す。

静かにする環境
を整える。

興味を持ちそう
な本を一緒に読
んで楽しさを伝
える。

図書室に行って
借りる時間を設
ける。

安心安全な通学
路を確保する。

友達の話を最後
まで聞ける。

ごめんなさいや
ありがとうは相
手の目を見て気
持ちを込めて行
う。

いろいろなこと
に意欲がある。

5

家で学校のこと
をよく聞く。周
りの人にも聞い
て把握する。原
因を知ってお
く。

挨拶週間を設け
る。

挨拶の大切さを
繰り返し説く。

子供の気持ちを
引き出す接し方
ができるよう心
に余裕をもって
行動する。

毎日決まった役
割を持つよう家
庭で決める。

親も一緒にす
る。

図書室の本を増
やす。

家庭でのテレビ
視聴時間を減ら
し，読書の楽し
さを伝える。

スポーツのト
レーニングの一
つとして伝え
る。

相手のことを考
えて行動でき
る。

自主的に取り組
める。

挨拶と体力作
り，地域に貢献
できるボラン
ティア活動

6

学校に行くこと
が楽しみと思え
る活動を設け
る。

挨拶の大切さを
繰り返し説く。

挨拶できるよう
に声掛けする。

機会ごとにどの
ように行動する
ことが相手にも
自分にも良いか
考え話す。

決まったお手伝
いの習慣（時間
や仕事の内容）
をつける。

ゲームやテレビ
などのメディア
から離す。

図書室以外の本
に触れる機会を
増やす。

親も読書する姿
を見せる。

「今朝の外の景
色は」と登校で
見たこと気付い
たことを聞く場
をもつ。

自分から進んで
行動し，発信が
できる。

協調性をもち思
いやりをもち人
に優しくでき
る。

積極的に挨拶，
声掛けできる。

7

学習で上手にで
きたと思え自信
をもてるように
する。

笑顔の多い地域
になる。

大人が見本とな
る。

コミュニケー
ション能力を身
に付けさせる。

お手伝いをさせ
る。

休日も含めて課
題を出す。

読書を土日の宿
題とする。

図書室の本で読
書をしてみるよ
う提案する。

学校に置いてい
く教科書を増や
す。

一人で行動でき
る。

思いやりがあ
る。

低学年を助け
る。

8

次の日何をする
か遊びや給食な
ど具体的にイ
メージできるよ
う帰りの会で伝
える。

親が手本になっ
て自ら挨拶する
姿を見せる。

大人から積極的
に挨拶する。

思いやりを意識
させる。

家庭で一つでも
毎日の仕事をも
たせる。

学校の宿題を勉
強と思っていな
いので，テキス
トをさせる。

親が子供が読書
したくなるよう
に声掛けしたり
一緒に図書館に
行ったりする。

家庭でも読書の
時間を作る。

５教科を毎日持
ち歩く子供の体
への負担を考え
る。

挨拶や感謝の言
葉，思いやりの
言葉が素直に言
える。

恥ずかしがらず
に挨拶できる。

失敗を恐れず何
にでもチャレン
ジできる。

9
勉強が楽しいと
思えるようにす
る。

地域の人との関
わりをどう話す
べきか悩む。

家庭内で挨拶を
し合う。

自分だったらど
う行動するか一
度自らに置き換
えて考えさせ
る。

手伝いをやりや
すいよう考えを
提示する。

時間を決めて取
り組ませる。

感想文を書く機
会をもつ。

時間にゆとりを
もたせる。

時間に余裕を
もって行動準備
をする。

自発的に挨拶し
たり，声掛けし
たり，自分の意
見や気持ちを発
言したりでき
る。

読書する時間を
大事にする。

思いやりのあ
る。

10
帰宅後の目標を
持たせる。

会釈ができる姿
を認め，「言葉
も言えるといい
ね。」と話す。

繰り返し教え
る。

相手の気持ちを
考えてから行動
するよう伝え
る。

手伝いの後助か
ることを伝え
る。

欲張らず短時間
にする。

家庭で時間を作
る。

朝の１０～１５
分皆で読書する
時間を作る。

感謝の気持ちを
持って生活でき
る。

失敗を恐れず
チャレンジでき
る。

好きなことに熱
中する。

№
１　学校に来る
ことを楽しみに
するために

２　誰にでも挨
拶をするために

３　自分から挨
拶をするために

４　相手のこと
を考えて行動す
るために

５　家庭で責任
をもって役割を
果たすために

６　家庭でしっ
かり学習に取り
組むために

８　歩いて登校
するために

11
友人と一緒に登
校させる。

親が挨拶する姿
を見せる。

習慣化するよう
根気強く声掛け
する。

常に相手の気持
ちになって考え
るよう声掛けす
る。

何か一つでもお
手伝いを習慣に
させる。

ゲーム１時間や
るために宿題と
学習をしてから
やらせる。

家庭で読書の時
間を作る。

子供同士での紙
芝居の音読会を
行う。

元気よく学校に
行ける。

学校での出来事
や行動を話せ
る。

進んで挨拶でき
る。

12

分からないこと
を聞きに行きや
すいよう大人が
変わる。

挨拶は恥ずかし
くないと教え
る。

多くの人と接し
体験させる。

子供間で問題が
あったことを子
供たちでシュミ
レーションし，
両方の気持ちに
共感させる。

お小遣いをもら
うために毎日で
きるお手伝いを
考えさせる。

夕飯前に宿題を
やるよう声掛け
する。

クラスで読んだ
本の数を競わせ
る。

図書館で本を借
りる。

自分の苦手なこ
とに挑戦しよう
としてみる。

家庭学習にしっ
かり取り組む。

能動的に行動で
きる。

13
朝明るい声掛け
で送り出す。

大人から積極的
に挨拶する。

子供の様子を見
て挨拶を促すよ
う声掛けする。

自分が相手の立
場だったらどう
なのか考えさせ
る。

毎日同じお手伝
いをお願いす
る。

ホワイトボード
に両面マグネッ
トで学習ごとに
書いたカードを
終わったら裏に
する。

一緒に図書館に
行き本人の傾向
を知る。

本人の興味を持
たせる。

相手の目を見て
元気よく挨拶す
る。

自ら進んでボラ
ンティア，お手
伝いをできる。

相手を思いやる
気持ちを考え行
動する。

14

気に掛けて声を
掛けるなど学校
は安心できる場
所だと印象付け
る。

親が挨拶する姿
を見せる。

できないことで
責められないよ
うにする。

いろいろな世代
の方と触れ合う
行事に参加させ
る。

壁に役割を書い
て貼る。

時間の確保，声
掛け，テレビの
時間を減らす。

友達がよく読む
本を教えてもら
う。

読書の楽しさを
教える。

失敗を恐れず
チャレンジでき
るたくましい心
を持つ。

ごみを拾う，掃
除をする，整頓
するなど，小さ
なことを当たり
前にできる。

十分な食事と睡
眠をとり元気に
活動できる。

15
声掛けをして手
本を示す。

できたらほめて
もらう。

集団の中の一人
としてどうある
べきか指導す
る。

自分のことは自
分で責任をもっ
て行動するよう
声掛けする。

宿題を増やす。
本との関わりを
もたせる。

誕生日やクリス
マスのプレゼン
トを本にする。

自信をもって活
動する。

相手の心を気遣
える。

自主的に行動し
礼儀正しく安全
に楽しく学校生
活を送る。

16
親も姿勢をきち
んと見せる。

朝先に挨拶した
ら１ポイントと
し，班で毎朝合
計ポイントを発
表するゲームに
する。

親からその姿を
見せる。

周りを見て手を
貸す姿勢を身に
付けさせる。

やることを決め
る。

休日図書館に行
き，興味を持ち
そうな本から接
するようにさせ
る。

本人の好きなこ
とを学べる本か
ら読ませる。

自身も相手も大
切だと思え，相
手のことを考え
て行動できる。

学習に取り組め
る。

忘れ物をせずプ
リントをきちん
と出せる。

17
大人から積極的
に挨拶する。

挨拶運動を続け
る。

立ち止まって考
える時間，互い
（学校・家庭・
地域）が何を
思っているか知
る時間を作る。

声がけせずにや
れる家庭での役
割を家庭で話し
合う。

連絡帳をしっか
り確認し見てあ
げる。

子供の好きな分
野の本を勧める

家でも勧める。
他者を思いやれ
る。

互いの考えを伝
え合い相手のこ
とを考えて行動
できる。

自立し相手の気
持ちを考えて行
動できる。

18
できないことで
責められないよ
うにする。

地域の方からも
声掛けする。

比べて評価する
のではなく，自
己肯定感を育て
自分のことを大
切に思える心を
育てる。

「手伝いをしよ
う」を宿題とす
る。

テレビをつけな
い一日を作る。

雨の日の朝や休
み時間に読書タ
イムを設ける。

朝の時間や帰り
の会までの時間
を読書にあて
る。

地域の人々に進
んで挨拶ができ
る。

学習面，生活面
においてトラブ
ルのない誰とで
も仲良くできる
思いやりのある
共生の心をも
つ。

挨拶でき，素直
である。

19
できたらほめて
もらう。

普段から家でも
挨拶をするよう
声掛けする。

お手伝いの担当
を決め家族は
チームと教え
る。

親も一緒に勉
強・課題に取り
組む。

読書をたくさん
した子を表彰す
る。

親も読書する。
自ら進んで挨拶
ができる。

個々の個性や違
いを認め合え
る。

外で体を動かし
て遊ぶ。

№
１　学校に来る
ことを楽しみに
するために

２　誰にでも挨
拶をするために

３　自分から挨
拶をするために

４　相手のこと
を考えて行動す
るために

５　家庭で責任
をもって役割を
果たすために

６　家庭でしっ
かり学習に取り
組むために

８　歩いて登校
するために

20

朝先に挨拶した
ら１ポイントと
し，班で毎朝合
計ポイントを発
表するゲームに
する。

交通当番の保護
者に挨拶させ
る。

お手伝いの声掛
けをする。

復習ができるよ
う声掛けする。

家庭で朝読書の
時間を設ける。

休日図書館など
に行く。

コミュニケー
ション，役割，
リーダーシップ

思いやりがあ
る。

挨拶がしっかり
できて，自分の
考えをきちんと
堂々と発表でき
る。

21
大人から積極的
に挨拶する。

親からその姿を
見せる。

自分でできるこ
とは一人できち
んとさせる。

学習する意味を
理解させ自主的
に進められるよ
うにする。

家庭でも読書タ
イムを設けて本
を読む時間を作
る。

興味をもちそう
な本を提示す
る。

宿題に率先して
取り組み，休み
の日も喜んで外
に出ていく。

家族の生活の流
れを理解し今何
が必要か次何が
必要かをイメー
ジできる。

進んで挨拶がで
きる。

22
親自身が外で挨
拶する姿を見せ
る。

立ち止まって考
える時間，互い
（学校・家庭・
地域）が何を
思っているか知
る時間を作る。

具体的に役割を
ふる。

子供のそばにい
て取組をしっか
り見る。

子供の好きな本
を一緒に選びに
行く。

いろいろなジャ
ンルの本に触れ
合う環境作りと
高学年にも読み
聞かせて内容に
触れさせる。

協調性，思いや
りがある。

自分から役割を
見つけて協力で
きる。

相手のことを考
えて話したり行
動したりする。

23
挨拶運動を続け
る。

親が挨拶する姿
を見せる。挨拶
の大切さを時々
話す。

やってもらった
ことでこちらが
助かることを伝
える。

見守る。
移動図書館で本
を借りる。

朝読書
地域の人と積極
的に関わってい
ける。

誰にでも挨拶が
できる。

自分の考えや気
持ちを伝えられ
るようにする。

７　進んで読書をするために 来年度協働型重点目標

保護者　記述

７　進んで読書をするために 来年度協働型重点目標

７　進んで読書をするために 来年度協働型重点目標



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24
地域の方からも
声掛けする。

無理強いせず見
守ってあげる。

子供と向き合い
生活習慣やルー
ルを身に付けて
いく.

自ら進んで勉強
するように働き
かける。

下の子に絵本を
読んでもらうよ
うお願いする。

皆で仲良く過ご
せる。

他人のことを考
えて行動ができ
る。

本年度と同じ目
標

25
大人も進んで挨
拶する。

お風呂掃除と
か，毎日何か仕
事をさせる。

宿題プリントを
増やす。

習慣的に読書の
時間をとるよう
心掛ける。

自ら進んで挨拶
ができる。

自分が考え行動
する。

社会の一員とし
て頑張る。

26

大人がしっかり
挨拶する姿を子
供たちに見せ
る。

一緒に学習す
る。

毎日一人ずつお
勧めの本を紹介
する発表の場を
設ける。

自分の考えを
しっかり言え
る。

思いやりの心が
ある。

基本的な生活が
できる。

27
親からその姿を
見せる。

習慣になるよう
にする。

移動図書館の利
用など学校の図
書室にある本以
外に触れる機会
を作る。

挨拶の大切さを
理解し思いやり
の気持ちをも
つ。

相手のことを考
えた行動がとれ
る。

互いの考えを伝
え合い相手のこ
とを考えて行動
できる。

28

立ち止まって考
える時間，互い
（学校・家庭・
地域）が何を
思っているか知
る時間を作る。

音読カードに書
く欄を作る。

図書館に本を借
りに行く。

何事にも進んで
取り組もうとす
る。

かしこいと言わ
れる。

進んで学びたく
ましく生きる力
を養い相手の気
持ちの分かる優
しい心がある。

29

親が挨拶する姿
を見せる。挨拶
の大切さを時々
話す。

きちんとやるよ
うに声掛けす
る。

子供の目につく
所に本を置く。

相手の顔を見て
挨拶できる。

積極的に挨拶で
きる。

自分から進んで
勉強，挨拶，お
手伝いをする。

30
無理強いせず見
守ってあげる。

学習する環境を
作る。

朝の読書を増や
す。業間休みを
利用して設定す
る。

しっかり挨拶で
きる。

家庭では，早寝
早起き朝ごはん
＋家庭学習

日頃から挨拶を
大切にする。

№
１　学校に来る
ことを楽しみに
するために

２　誰にでも挨
拶をするために

３　自分から挨
拶をするために

４　相手のこと
を考えて行動す
るために

５　家庭で責任
をもって役割を
果たすために

６　家庭でしっ
かり学習に取り
組むために

８　歩いて登校
するために

31
本人の意欲を出
させる。

子供が興味を持
つ本を一緒に選
ぶ。

相手の気持ちを
考え思いやりを
もった行動がと
れる。

学校では毎日楽
しく登校できる
学級作り

32
親子で話し合
う。

図書館に一緒に
行く。

いろいろなこと
を経験し自発的
に学ぶ。

地域社会の人た
ちと積極的に関
わる。

33
本人と話し計画
を立てる。

家庭でも読書タ
イムを設ける。

挨拶する。

失敗を恐れず何
事にも前向きに
チャレンジす
る。

34
宿題をする時間
を決めてペナル
ティを与える。

寝る前に本の読
み聞かせ。

読書する。

自ら考え行動し
責任をもって最
後まで取り組
む。

７　進んで読書をするために 来年度協働型重点目標

№
１　学校に来ることを楽
しみにするために

２　誰にでも挨拶をする
ために

３　自分から挨拶をする
ために

４　相手のことを考えて
行動するために

５　学校で責任をもって
役割を果たすために

６　学校でしっかり学習
に取り組むために

７　進んで読書するため
に

８　めあてをもって運動
をするために

９　一日一回以上校庭で
運動をするために

来年度協働型重点目標

1

大人が誰にでも挨拶する
ことで手本を示す。

自分から挨拶する児童を
日常的にほめていきた
い。

子供にとってはなぜ相手
がそう考えたのか分から
ないことも多いので，時
には適切に相手の思いを
教える。

帰りの会や学級の時間で
本の読み聞かせをしたり
お勧めの本を紹介し合う
時間を作ったりする。

体育の学習カードの充実
と見直し。

高学年には難しい面（委
員会活動等）もあると思
うので，時間を見て学年
で声を掛けていく。

思いやりのい気持ちをも
つ児童

2

大人が誰にでも挨拶する
ことで手本を示す。

読書の時間の確保。その
時々で関係のありそうな
書物を積極的に導入。国
語の教材，理科の生物・
事象等

子供が主体的に運動に取
り組む場や環境，時間の
設定，及び活動の工夫・
推進

休み時間の校庭使用の工
夫（運動の指定，スペー
スの確保，全校・異学年
での取組など）

主体的に話し合うことが
できる。

3

「一日一回以上」校庭で
運動というのは，６年生
にとって難しいのでは？
「週に○回以上～」では
だめでしょうか？

4

進んで挨拶する児童

5

目標をもって運動する児
童

6

自分から進んで挨拶でき
る児童の継続

7

今年度同様，人と豊かに
関わり，たくましく生き
る児童を育てていきた
い。

8

自ら考え，学び，課題に
向き合い，解決しようと
する児童

職員　記述



 

 

 

 

 

 

 

 

 

№

１　学校に来
ることを楽し
みにするため
に

２　誰にでも
挨拶をするた
めに

３　自分から
挨拶をするた
めに

４　相手のこ
とを考えて行
動するために

５　地域の行
事に参加する
ために

来年度協働型
重点目標

1

一人一人の居
場所を作る。

親が手本を見
せる。

親が手本を見
せる。

妊婦さんや赤
ちゃん連れの
お母さんから
話を聞いたり
赤ちゃんのお
世話をしてみ
る。

家庭のお父さ
んお母さんが
地域にもっと
興味をもって
子供たちを行
事に誘う。

相手の顔を
しっかり見て
笑顔で元気よ
く挨拶ができ
る。

2

子供たちに先
生から声掛け
をする。

校内で子供同
士，先生と子
供の挨拶か
ら。

近隣の大人子
供も，向こう
三軒両隣の人
同士は挨拶す
る。

相手のことを
考えて行動す
る日を決めて
その行動をし
た子に発表す
る機会を与え
皆に知らせ
る。

地域の将来を
担う心を養
う。

明るく元気に
積極的な姿は
高齢者の方々
にとっても元
気をもらえ
る。

3

地域の方々が
率先して挨拶
の声掛けを行
う。

折に触れ挨拶
の意味を伝え
る。

周りの大人が
手本を示す。

当事者側のＰ
Ｒと親の理解
度を上げる。

楽しみながら
努力ができる
子

4

初対面を大事
にし，どちら
かでも先に言
う。

返事がなくて
も大人が続け
る。

大人や両親が
仲良くする。

明るく元気な
子

5

返してくれる
かどうかにこ
だわらず出
会った大人が
挨拶を心掛け
る。

小中合同の挨
拶運動を続け
る。

大人が注意す
る。

人との関わり
は挨拶から。
たとえば，止
まってくれた
車にも。

6
家族で話し合
う。

始めを大切に
する。

思いやりの心
を養う。

地域で自分か
ら挨拶ができ
る。

7

大人から挨拶
する。

返してくれる
かどうかにこ
だわらず出
会った大人が
挨拶を心掛け
る。

地域行事に参
加すること
で，年長者か
らいろいろな
ことを覚えて
心の広い児
童。

8
大人から積極
的に挨拶を心
掛ける。

他人を信用す
る。

大人も挨拶で
きる。

9
大人から挨拶
する。

挨拶ができ
る。

10
人前でしゃべ
れる。

地域住民　記述



学校関係者評価委員会 記録 
 

平成３１年２月７日（木） １１：００ ～ １３：００ 
出席者 【学校評議員】     金丸毅様 加藤和生様 伊東晶子様 

 【学校関係者評価委員】 齋藤和平様 長沼致弘様 傳伝千亜紀様（欠席） 
 平山久美子様 米澤ゆう子様 松浦優子様 

    【学校】        校長 教頭 教務主任 
 
内容  １ 授業参観 
     

２ 報告 学校評価アンケート結果について 
         次年度の学校経営方針について 
     

３ 協議 平成３１年度 協働型学校評価 重点目標について 
 

      【平成３１年度重点目標】 
「相手のことを考えて行動することができる児童の割合を８０％以上にする。」 
 
○重点目標の内容は良い。但し，「相手のことを考えて行動する」姿を具体化し，その

姿を学校・家庭・地域が共有して取り組み，評価することが必要と考える。 
○重点目標を具体化した姿として，以下の姿が出された。 
 ・相手の気持ちを想像して声を掛ける。 
 ・相手が落ち込んでいるのを見掛けた時に声を掛ける。 
 ・相手の話を聞いて共感する。 
 ・相手と楽しいことを共有する。 
 ・相手と一緒に考える。 
 ・相手のことを考えて話す。 
 ・相手の話したことを言葉で認める。 
 ・自分の気持ちを伝える。 
 ・相手がどのような気持ちでいるか想像する。 
 ・嫌という気持ちになる基準や言葉に込めた意味は，それぞれに違いがあることを

理解する。 
○実現するための具体的な取組として，以下の取組が出された。 
 ・本人が自覚できるよう，仲介的に関わる。 
 ・大人がまず手本を示す。 

 

 


